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西ヨーロッパ世界 東欧 イスラーム 

【①         】朝 ビザンツ帝国 

11C， 

○アナトリア半島を占領 

○聖地【②         】を 

支配 

【③         】に 

救援を要請 

○教皇【⑦          】が 

聖地奪還の聖戦を提唱！ 

【④        】宗教会議 

〔⑤     年〕 

 

〔1096～99〕 

〔参加者〕 

 ○フランスの諸侯・騎士 

〔対〕セルジューク朝 

〔結果〕 

 ○イェルサレムを占領し， 

【⑨          】王国を建国！ 

第 2 回十字軍〔1147～1149〕 →失敗 

第 5 回十字軍〔1228～1229〕 →失敗 

第 6 回十字軍〔1248～1254〕 →失敗 

第 7 回十字軍〔1270〕     →失敗 マムルーク朝 

第 5 代バイバルス 

 ○第 7 回十字軍を撃退！ 

 

 〔1202～04〕 

〔提唱〕 

 教皇インノケンティウス 3 世 

〔参加者〕 

 ○北フランスの諸侯・騎士 

〔対〕アイユーブ朝 

〔結果〕 

 ○【⑭       】商人の要求で 

【⑮            】を占領 

 →【⑯      】帝国を建国 

 

イェルサレム王国 

ラテン帝国 

〔1099～1291〕 

〔1204～1261〕 

【⑩         】朝 

初代【⑪        】 

 ○聖地を再び占領！ 

 ○第 3 回十字軍を撃退 

  〔1189～1192〕 

〔参加者〕 

 ○神聖ローマ皇帝フリードリヒ 1 世 

 ○フランス王フィリップ 2 世 

 ○イギリス王リチャード 1 世 

〔対〕アイユーブ朝 

〔結果〕 

 ○聖地回復に失敗 

 ○講和により巡礼の安全は確保 

〔参加〕仏王ルイ 9 世ら 

〔参加〕仏王ルイ 9 世ら 

アッコン陥落→イェルサレム王国滅亡 

＝十字軍最後の拠点が消滅 〔1291〕 
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